
 

 

 2014 年 新年のあいさつ 

 

日本原子力研究開発機構労働組合 

中央執行委員会 

 2014 年、あけましておめでとうございます。近年、良いことがほとんどな

く、悪いことが続いています。特定秘密保護法が成立し、さらに消費税の増税

が行われようとしています。私たちの身の回りでは、国家公務員の処遇改悪と

横並びにする処遇改悪が次々と行われてきました。職員住宅の縮小、給与削減、

震災復興に名を借りた給与の大幅な削減特例措置、そして退職金の大幅改悪が

すすめられました。 

 原研労組は、理にかなわない改悪にはきっぱりと反対し、闘ってきましたが、

改悪阻止はできず、押し切られています。しかしながら、退職金の削減に対し

ては、退職金の改悪そのものはわずかしか緩和できませんでしたが、退職後の

継続雇用の大幅な改善を勝ち取ることができ、継続雇用で働けば削減分はほぼ

取り返すことができるようになりました。この改善を勝ち取れたのは、もとも

との再雇用の処遇が悪かったこともありますが、原研労組が理にかなわない大

幅な削減に対して断固戦う姿勢で臨んだからです。今後も理にかなわないこと

には明確に反対する姿勢を貫き、処遇改悪阻止・処遇改善のために運動を続け

ます。 

 さて昨年末、原研労組は組合員 9 名について、長年の差別処遇の是正・補

償を求める特別な要求書を提出しました。旧動力炉核燃料開発事業団そして核

燃料サイクル開発機構では、仕事の能力とは関係ない思想信条の問題や労組活

動に関する振る舞いに対して、差別処遇や個人的生活での嫌がらせが行われて

きました。その撤回を求める要求です。どのような差別が行われていたかは、

差別された側からいくらでも証拠を示すことができますが、最近旧動燃の職員

故西村氏が残した差別を行った側からの資料が明らかになり、ドキュメント本

も出版されて、そのおぞましい実態が世間にも知られました。労組もさる経緯

から、実名などが塗りつぶされていない西村資料を入手しています。原子力機

構は、素直に交渉に応じ、悪事に反省を示さなければなりません。 

 この件の重要性は、直接あるいは間接的に被害をこうむった人たちだけの問

題ではありません。職場に「考えなしの上意下達」だけでよしとする雰囲気を

作り、「本来の仕事をきちんとやる」、あるいは「難しい問題に正面から取り

組む」ことはどうでもよく、その場を取り繕えばよいとする文化を生んだと考

えます。その結果でしょうか、旧動燃・核燃料サイクル機構の多くの仕事はう

まく行かず、現在の苦境に至っています。今、原子力機構は「改革」を進めよ

うとしていますが、組織をどうこう変えるのはともかく、仕事に正面から向き

合う文化を作っていくことが最も必要なことです。難しい仕事を遂行するには、

取り組む人間の人としての権利を守ることも必要なのです。労組が要求してい

る、処遇の是正・補償に応えなければ、「本当は仕事の実質なんてどうでもよ

い」とする文化を根本から否定することにはなりません。これは「安全第一」

などのスローガン以前に大切なことです。 

 原子力機構にとって、2014 年が本当の改革を進めることができたといえる

年になることを願っています。 
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研究問題対策部アンケート 

 研対部が進めていたアンケートの解析が終了し、ようやく「研対

ニュース」の発行の運びとなりました。 ボリュームが多いので、

出力した物は分会回覧とします。 希望する方には希望する方には希望する方には希望する方には、組合員以外で、組合員以外で、組合員以外で、組合員以外で

もももも差し上げ差し上げ差し上げ差し上げますので、組合事務所までお越しくださいますので、組合事務所までお越しくださいますので、組合事務所までお越しくださいますので、組合事務所までお越しください。 

 

 

****************************************************************** 

第 3 回環境セミナーのご案内 

 

 東電福島第一原発事故 

 消えたヨウ素消えたヨウ素消えたヨウ素消えたヨウ素 131131131131 と小児甲状腺癌の発症と小児甲状腺癌の発症と小児甲状腺癌の発症と小児甲状腺癌の発症    

 福島原発事故では、放射性ヨウ素が放出されたが、半減期が短いため、現在

はほとんど検出されない。しかし、事故当時は多くの人が吸入被ばくしたとみ

られる。チェルノブイリ事故では、小児甲状腺がんの多発が見られた。福島県

からも若年者の甲状腺癌発生の疑いが報告されている。第 1 回環境セミナー

に続き、小児甲状腺癌にどう対処するか、エコー検査・血液検査等、具体的に

考える。 

 

日時 2014 年 1 月 19 日(日) 13：30 から 15：30 

 

場所 那珂市中央公民館 

 

講師 仙波 崇 医師 

   (北友会勝田病院長） 

 

会場費 700 円、(前売券 500 円) 

主催 茨城の環境と人を考える会議 

原研労組新春旗開き 

 

 恒例の労組旗開きを下記のように行います。 

 

記 
 

日時：平成 26 年 1 月 17 日（金）18:30～ 

 

場所：組合事務所 
 

20 年永年組合員表彰： 

  片山 淳さん、小林 健一さん、三瓶 邦央さん、高橋 史明さん、 

  丸山 敏毅さん、村松 靖之さん、長 明彦さん、盛合 敦さん。 
 

30 年永年組合員表彰： 

  飯村 光一さん、石崎 暢洋さん、鈴木 寿之さん、他１名。 
 

懇親会：軽い食事とお茶を用意します。奮ってご参加下さい。 


